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西
武
バ
ス
の
運
行
情
報
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す

　

西
武
バ
ス
の
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
が
滝
山
営
業
所
管
内

を
中
心
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
、
下
記
の
ア
ド
レ
ス

で
運
行
情
報
（
目
的
地
別

検
索
・
停
留
所
別
検
索
）

が
確
認
で
き
ま
す
。
対
象

は
東
久
留
米
駅
西
口
を
中

心
に
運
行
し
て
い
る
武
蔵

小
金
井
駅
（
前
沢
宿
お
よ

び
錦
城
高
校
経
由
）、久
留

米
西
団
地
、
滝
山
営
業
所

行
き
の
全
系
統
で
す
。

　

な
お
、
所
定
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
車
両
位
置
を
捕
捉

し
て
い
ま
す
が
、
移
動
中

の
た
め
実
際
の
車
両
位
置
と
表
示

さ
れ
る
車
両
位
置
が
若
干
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
西
武
バ
ス
滝
山
営
業

所
�　

・
２
５
２
５
へ
。

７４
社
会
福
祉
協
議
会 

正

規

職

員

募

集

　
【
職
種
】
一
般
事
務

　
【
募
集
人
員
】
１
名

　
【
勤
務
場
所
】社
会
福
祉
法
人
東

久
留
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
福

祉
会
館
内
）

　
【
受
験
資
格
】①
社
会
福
祉
に
理

解
と
熱
意
を
有
す
る
方
②
昭
和　
５４

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高

等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
方
③
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

を
有
す
る
方
④
自
動
車
免
許
を
有

す
る
方

　
【
募
集
要
項
配
布
】
３
月
７
日

（
日
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
半
に
福
祉
会
館
で

　
【
申
し
込
み
受
け
付
け
】３
月
８

日
（
月
）・
９
日
（
火
）
の
い
ず
れ

も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半
、
同

館
で

　
【
一
次
試
験
日
程
】
３
月　

日
１２

（
金
）

　

詳
し
く
は
同
協
議
会
�　

・
０

７１

２
９
４
へ
。

アドレス　http://loca.seibubus.co.jp

成

人

病

検

診

　
【
対
象
】市
内
に
居
住
す
る　

〜
４０

　

歳
の
男
性
お
よ
び　

〜　

歳
の

６４

１８

６４

女
性
の
方
。
た
だ
し
、
現
在
医
療

機
関
で
治
療
中
の
方
や
勤
務
先
で

検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
節

目
の
年
齢

（
昭
和
８
・

　

・　

・　

・

１３

１８

２３

　

・　

・　

２８

３３

３８

の
各
年
度
生

ま
れ
）
の
方
は
５
月
の
節
目
検
診

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
【
日
時
】
４
月　

日
（
水
）・　

１４

１５

日
（
木
）・　

日
（
金
）・　

日

１６

１９

（
月
）の
い
ず
れ
も
午
前
の
部
が
９

時
半
〜　

時
半
、
午
後
の
部
が
１

１１

時
半
〜
３
時
半

　
【
会
場
】
福
祉
会
館

　
【
検
査
項
目
】胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

血
圧
、
血
液
（
腎
機
能
・
肝
機
能
・

血
糖
・
貧
血
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

等
）、尿
、心
電
図
、身
体
測
定
な
ど

　
【
定
員
】
各
日
と
も
午
前
・
午
後

各
１
２
０
名
（
応
募
多
数
の
場
合

　

幼
児
に
は
、
保
護
者
の
同
伴
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
、
く
る
め
塾
（
雑

木
林
）
の
作
品
展
・
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  
《
作　
　

品　
　

展
》 
       

　
【
日
時
】
３
月　

日
（
水
）・　

日
（
木
）
の
い
ず
れ

１０

１１

も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半
（　

日
は
３
時
半
ま
で
）

１１

　
【
会
場
】
福
祉
会
館

  
《
発　
　

表　
　

会
》 
       

　
【
日
時
】
３
月　

日
（
水
）
午
前　

時
〜
正
午
（
予

１０

１０

定
）

　
【
会
場
】
福
祉
会
館

　

詳
し
く
は
同
協
議
会
�　

・
３
６
６
１
へ
。

７３

は
抽
選
）

　

申
し
込
み
は
３
月
８
日
（
月
）

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
往
復
は
が

き
（
一
人
１
枚
）
の
往
信
用
裏
面

に
①
「
成
人
病
検
診
希
望
」
②
住

所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
生
年

月
日
⑤
年
齢
・
性
別
⑥
電
話
番
号

⑦
希
望
日（「
第
１
希
望
○
月
○
日

午
前
」「
第
２
希
望
△
月
△
日
午

後
」、
い
ず
れ
で
も
よ
い
場
合
は

「
い
ず
れ
で
も
よ
い
」）
と
記
入
し
、

返
信
用
表
面
に
申
込
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て
、

〒
２
０
３
―
０
０
５
２
、
東
久
留

米
市
幸
町
４
ノ
６
ノ　

、
保
健
福

１５

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
健
康
課
予
防
係

あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
健
康
課
�　

・
０
０

７７

２
２
へ
。

　

☆
幼
児
の
つ
ど
い
＝
２
日
が

「
歌
・
体
操
・
お
は
な
し
く
ぬ
ぎ
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
」、

９
日
が
「
お
別
れ

会
」。
い
ず
れ
も

火
曜
日
、
午
前　
１０

時
半
〜　

時　

分
。
２
〜
４
歳
児
。

１１

４０

　

☆
お
菓
子
作
り
教
室
＝
３
日

（
水
）午
後
２
時
か
ら
。
お
茶
会
の

お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り
ま
す
。
講

師
は
城
水
宗
澄
氏
。
小
学
生
。

　

☆
ひ
な
ま
つ
り
お
茶
会
＝
４
日

（
木
）午
後
２
時
半
か
ら
。
西
部
地

域
セ
ン
タ
ー
和
室
。
指
導
は
城
水

宗
澄
氏
。
主
に
幼
児
、
小
学
生

（
大
人
も
ど
う
ぞ
）。

　

☆
将
棋
大
会
＝　

日
（
土
）
午

１３

前　

時
〜
正
午
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１０
戦
。指
導
は
中
井
孝
雄
氏
。小
学
生
。

　　

☆
お
は
な
し
の
日
＝
２
日
、
９

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
４

時
か
ら
。
お
は
な
し
と
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
。
小
学
生
。

　

☆
お
誕
生
会
＝
３
日
（
水
）
午

後
３
時
か
ら
。
１
・
２
・
３
月
生

ま
れ
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝

い
し
よ
う
。
小
・
中
学
生
。

　

☆
幼
児
の
つ
ど
い
＝
４
日
が

「
お
別
れ
会
に
向
け
て
」、　

日
が

１１

「
お
別
れ
会
」。
い
ず
れ
も
木
曜
日
、

午
前　

時
半
か
ら
。
幼
児
。

１０

　

☆
す
こ
や
か
タ
イ
ム
＝
５
日
、

　

日
の
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
午
前

１２
　

時
半
か
ら
。
リ
ズ
ム
遊
び
・
体

１０操
ほ
か
。
３
歳
児
。　

　

☆
ぽ
か
ぽ
か
タ
イ
ム
＝　

日
１０

（
水
）午
前　

時
半
か
ら
。
わ
ら
べ

１０

う
た
遊
び
。
講
師
は
原
悠
子
氏
。

１
歳
児
。

　

☆
子
ど
も
料
理
教
室
＝　

日
１０

（
水
）午
後
３
時
か
ら
。
簡
単
で
お

い
し
い
お
や
つ
づ
く
り
。
１
日

（
月
）午
後
３
時
か
ら
申
し
込
み
受

け
付
け
。
小
・
中
学
生　

名
。

２０

　

☆
卓
球
大
会
＝
３
日
（
水
）
午

後
３
時
か
ら
。
小
学
生
。
試
合
開

始
前
に
申
し
込
み
を
。

　

☆
幼
児
の
つ
ど
い
＝
４
日
が

「
劇
遊
び
」、　

日
が「
お
別
れ
会
」。

１１

い
ず
れ
も
木
曜
日
、
午
前　

時
半

１０

〜　

時　

分
。
幼
児
。

１１

４５

　

☆
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
日
＝　

日
１０

（
水
）
午
後
３
時
か
ら
。
小
・
中
学

生
。
跳
び
や
す
い
服
装
で
。

　

☆
工
作
①
＝
４
日
（
木
）、
５
日

（
金
）の
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
。

写
真
立
て
作
り
。
小
学
生
。

　

☆
工
作
②
＝
９
日
（
火
）、　

日
１０

（
水
）の
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
。

タ
オ
ル
で
犬
を
作
り
ま
す
。
小
学

生
。

　

☆
春
の
遠
足
＝　

日
（
月
）
午

２９

前
９
時
〜
午
後
３
時
半
（
雨
天
中

止
）。下
里
本
邑
遺
跡
公
園
黒
目
川

ツ
ア
ー
。
集
合
・
解
散
は
中
央
児

童
館
。
小
・
中
学
生　

名
。
参
加

４０

費
無
料
。
３
日

（
水
）か
ら
申
し
込

み
受
け
付
け
、　
２４

日
（
水
）
午
後
３

時
か
ら
準
備
会
。

　

☆
休
館
の
お
知
ら
せ
＝　

日
２９

（
月
）は
春
の
遠
足
の
た
め
閉
館
し

ま
す（
雨
天
中
止
の
場
合
は
開
館
）。

　

☆
お
は
な
し
の
日
＝
２
日（
火
）

午
前　

時
か
ら
。
絵
本
の
読
み
聞

１１

か
せ
、
手
遊
び
等
。
２
、
３
歳
児
。

　

☆
幼
児
の
つ
ど
い
（
１
、
２
歳

向
け
）
＝
４
日
（
木
）
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時
半
。
歌
、
体
操
、
手

４５

１１

遊
び
、
お
別
れ
会
準
備
等
。

　

☆
幼
児
の
つ
ど
い
（
１
〜
４
歳

向
け
）
＝　

日
（
木
）
午
前　

時

１１

１０

半
〜　

時
半
。
歌
、
体
操
、
手
遊

１１

び
、
お
別
れ
会
等
。

　

☆
春
の
遠
足
＝　

日
（
火
）
午

３０
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耳
鳴
り　

９３

滝

山 

　
　
　

滝
山
４
ノ
１
ノ　
 10

　
　
　

�　

・
７
２
１
４

71

（

）

く
る
め
塾
（
雑
木
林
）

作
品
展
・
発
表
会

栄
養
改
善
推
進
事
業　

〜
す
こ
や
か
に
美
し
く 

過
ご
す
た
め
の
料
理
講
座
〜

　

テ
ー
マ
は
「
春
野
菜
で
彩
り
弁

当
」。
献
立
は
、
さ
く
ら
御
飯
、
筍

焼
売
、
菜
の
花
畑
レ
モ
ン
和
え
、

苺
ミ
ル
ク
ボ
ン
ボ
ン
。
そ
の
他
食

材
の
都
合
に
よ
り
、
多
少
の
メ

ニ
ュ
ー
変
更
も
あ
り
ま
す
。　

　
【
日
時
・
会
場
】
３
月　

日
（
水
）

１０

が
福
祉
会
館
、
３
月　

日
（
木
）

１８

が
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず

れ
も
午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

４５

　
【
費
用
】
４
０
０
円
程
度

　
【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん
２
枚
・
台
ふ
き
１
枚
・

筆
記
用
具

　
【
定
員
】　

名
２４

　

申
し
込
み
は
３
月

１
日
（
月
）
か
ら
電

話
で
健
康
課
へ
。

 　
【
テ
ー
マ
】「
老
化
と
動
脈
硬
化

〜
呆（
ぼ
）け
な
い
た
め
の
３
カ
条
」

　
【
日
時
】
３
月
６
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
３
会

議
室　

　
【
講
師
】鹿
島
医
院
院
長
の
鹿
島

正
安
氏

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

第　

回
市
民
の
た
め
の

１１
医

療

講

座

〜
東
久
留
米
医
師
会
主
催

く

ぬ

ぎ 

　
　
　

前
沢
４
ノ
６
ノ
３ 

　
　
　

�　

・
７
３
１
５
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（

）
中

央 

　
　

中
央
町
１
ノ　

ノ　
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）
け

や

き 

　
　

大
門
町
２
ノ　

ノ
５ 
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耳
鳴
り
は
不
快
な
症
状
で
あ

り
、
命
に
か
か
わ
る
恐
い
病
気

と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
よ
う

で
す
。
昔
か
ら
治
療
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

完
全
な
治
療
が
な
い
の
が
現
状

で
す
。
し
か
し
長
い
目
で
見
れ

ば
徐
々
に
軽
減
し
、
耳
鳴
り
が

あ
っ
て
も
生
活
に
支
障
な
く
暮

ら
せ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

耳
鳴
り
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ

て
み
ま
す
。
耳
鳴
り
に
は
自
覚

的
耳
鳴
り
（
患
者
さ
ん
本
人
し

か
聞
こ
え
な
い
耳
鳴
り
）
と
他

覚
的
耳
鳴
り
（
患
者
さ
ん
以
外

の
人
に
も
聞
き
取
れ
る
耳
鳴

り
）
が
あ
り
ま
す
。
多
く
は
自

覚
的
耳
鳴
り
で
持
続
す
る
高
音

や
せ
み
時
雨
の
よ
う
な
音
が
し

ま
す
。
ま
た
体
調
や
天
気
（
特

に
低
気
圧
）
の
影
響
を
受
け
て

大
き
さ
が
変
化
し
ま
す
。
こ
の

症
状
は
内
耳
と
い
う
音
を
感
じ

る
器
官
の
異
常
で
発
現
し
ま
す
。

一
方
、
他
覚
的
耳
鳴
り
は
脈
拍

と
一
致
し
た
音
、
耳
の
中
が
ブ

ル
ブ
ル
震
え
る
よ
う
な
音
、
ピ

チ
ャ
ピ
チ
ャ
と
い
う
音
と
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
脈
拍
と
一
致
し
た

音
で
は
脳
内
の
血
管
異
常
や
髄

膜
腫
と
い
う
脳
腫
瘍
（
し
ゅ
よ

う
）
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

自
覚
的
耳
鳴
り
は
傷
に
対
す

る
痛
み
と
同
じ
よ
う
に
内
耳
の

障
害
を
示
す
症
状
で
す
。
で
す

か
ら
、
原
因
と
な
る
病
気（
難

聴
）が
治
れ
ば
消
え
ま
す
。
し
か

し
難
聴
の
治
療
は
困
難
で
あ
り
、

こ
の
た
め
耳
鳴
り
は
治
ら
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬
物
療

法
、
中
耳
内
薬
物
注
入
、
は
り

治
療
、
マ
ス
カ
ー
治
療
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
治
療
が
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
方
に
有
効
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
時
間
と

と
も
に
傷
の
痛
み
が
和
ら
い
で

い
く
よ
う
に
耳
鳴
り
も
徐
々
に

軽
減
し
、
静
か
な
所
で
気
に
な

る
程
度
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

耳
鳴
り
が
ど
の
よ
う
な
音
か

を
よ
く
調
べ
、
耳
鼻
咽
喉
科
の

先
生
に
相
談
さ
れ
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
　
　
 
（
東
久
留
米
医
師
会
）
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市民プラザロビー・コンサート
「ヴァイオリンを聴きながら」
　～さわやかな

　アコースティックサウンドに、
　　　　ラテンの香りを添えて～

　【日時】３月１７日（水）午後零時２０分～零
時５０分

　【会場】市役所１階屋内ひろば
　【出演】依田彩氏（バイオリン）、広重千
草氏（ピアノ）　

　【曲目】トリステーツァ、スペイン ､リベ
ルタンゴ、エクアドル（オリジナル）ほか

　【入場料】無料
　詳しくはコミュニティ振興公社�７１・

７２１０へ。

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
。
昭
和

１５

記
念
公
園
。小
・
中
学
生　

名
。参

５０

加
費
小
学
生
６
０
０
円
、中
学
生

１
３
０
０
円
。　

日（
水
）午
後
４

１０

時
か
ら
申
し
込
み
受
け
付
け（
電

話
申
し
込
み
は　

日〈
木
〉か
ら
）。

１１


